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薫風新都  「和」で織りなす美しい小城市

　2013年は中林梧竹没後100年を迎えるため、広報「さ」「く」「ら」
の文字を、梧竹85歳の作品「いろは屏風」から集めました。
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秋空に舞う



く
ん
ち
祭

秋
空
に
舞
う

く
ん
ち
祭
と
は

小
城
町
晴
気
の
静
か
な
山
あ
い
に
あ
る
天
山
社
に
賑
や
か
な
鉦
の
音
と
共
に
、

色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
人
々
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
10
月
に

行
わ
れ
る
「
く
ん
ち
祭
」。
４
０
０
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
神
様
へ
の
感
謝
の
祭
で
す
。

秋空に舞う おくんち

相関図：関ヶ原の戦い

閑室元佶

信頼

《鍋島家》

石
田
三
成

立
花
宗
茂

加担
VS

関
ヶ
原
の
戦
い

の
後
に
攻
撃

［父］鍋島直茂 ［子］鍋島勝茂

西
軍

東
軍

浮
立
と
は

ふ  

り
ゅ
う

［所蔵先名］財団法人鍋島報效会
［作家名］ 狩野探幽（伝）
［作品名］ 徳川家康画像（東照大権現像）（部分）
［所蔵先名］ 徳川美術館
ⓒ徳川美術館イメージアーカイブ /DNPartcom

［所蔵先名］三岳寺

権利者の許可なく複製・転用・販売といった二次利用をすることをかたく禁じます。

さ
い

徳川家康
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天
山
社
の
「
く
ん
ち
祭
」

　　
毎
年
、
晴
気
の
天
山
社
で
は
10
月
15
日

に
近
い
日
曜
日
に
く
ん
ち
祭
が
行
わ
れ
、

浮
立
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も

浮
立
を
奉
納
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、
天
山
社
で
は
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ

り
、
そ
の
始
ま
り
は
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
浮
立
を
奉
納
す
る
担
当
の
地
区
を
注し

連め

元も
と

と
呼
び
ま
す
。
天
山
社
に
は
10
の
注
連

元
が
あ
り
、
輪
番
制
で
面
浮
立
や
天
衝
舞

な
ど
特
徴
あ
る
浮
立
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
１
０
０
人
以
上
が

関
わ
る
く
ん
ち
祭
。
近
年
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
り
継
承
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
く
ん
ち
祭さ

い

の
時
に
奉
納
さ
れ

る
浮
立
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
佐
賀
県
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
る
民
俗
芸
能
で
す
。

　
浮
立
を
奉
納
す
る
の
は
、

二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

◦
神
様
へ
の
感
謝

　
・
五
穀
豊
穣

　
・
無
病
息
災

　
・
無ぶ

事じ

安あ
ん

寧ね
い

◦
神
様
へ
の
祈
願

　
・
豊
年
祈
願

　
・
雨
乞
い

　
・
水
害
除
け
祈
願

　
佐
賀
県
内
の
浮
立
で
は

鹿
島
市
の
面め

ん

浮ぶ

立り
ゅ
う、
佐
賀

市
富
士
町
の
天て

ん

衝つ
く

舞ま
い

が
有

名
で
す
。

鍋
島
家
の
存
続
を
か
け
た
戦
い

　　
天
山
社
で
の
く
ん
ち
祭
の
始
ま
り
は
、

４
０
０
年
前
の
関
ヶ
原
の
戦
い（
１
６
０
０

年
）
に
ま
で
遡さ

か
の
ぼ

り
ま
す
。

　
佐
賀
藩
の
鍋
島
家
は
関
ヶ
原
の
戦
い
の

際
、
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
方
に
つ
き
、

徳
川
家
康
率
い
る
東
軍
方
と
敵
対
す
る
立

場
を
と
り
、
敗
北
し
た
た
め
、
一
時
、
断

絶
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
が
小

城
町
晴
気
出
身
の
閑か

ん

室し
つ

元げ
ん

佶き
つ

で
す
。
元
佶

は
徳
川
家
康
に
仕
え
た
人
物
で
、
関
ヶ
原

の
戦
い
で
は
、
家
康
の
側
で
戦
の
吉
凶
を

占
っ
て
い
ま
し
た
。
家
康
の
信
任
が
厚
い

元
佶
ら
の
尽
力
に
よ
り
鍋
島
家
は
、
お
家

再
建
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ

は
同
じ
西
軍
、
石
田
方
と
し
て
戦
っ
た
筑

後
柳
川
藩
の
立
花
宗
茂
の
討
伐
で
す
。

　
鍋
島
家
は
、
強
大
な
勢
力
を
持
つ
立
花

家
の
討
伐
戦
勝
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
佐

賀
藩
の
祈
願
所
で
あ
る
天
山
社
に
参
拝
し

ま
す
。
そ
の
後
、
鍋
島
家
は
立
花
宗
茂
の

討
伐
に
勝
利
を
収
め
、
家
康
の
機
嫌
を
と

り
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



奉
納

秋空に舞う おくんち

奉
納
に
込
め
る
思
い

《天山社の注連元》
浮立を奉納する担当地区
のことで、天山社には
10の注連元があります。

し　め　も　と
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受
け
継
が
れ
て
い
る
参
拝

　　

立
花
宗
茂
を
討
伐
後
、
鍋
島
勝
茂
は

す
ぐ
に
戦
勝
祈
願
成
就
の
奉
告
の
た
め
、

行
列
を
整
え
天
山
社
に
参
拝
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
９
月
15
日
に
は
、
佐

賀
城
か
ら
大
名
行
列
を
な
し
て
参
拝
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
晴

気
ま
で
参
拝
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

か
っ
た
た
め
、
天
山
社
の
氏
子
で
あ
る

農
民
に
代だ

い

参さ
ん

を
命
じ
ま
す
。
そ
の
後
、

毎
年
藩
主
に
代
わ
り
農
民
た
ち
が
盛
大

に
大
名
行
列
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
そ
の
年
の
注し

連め

元も
と

の
中

円
えん
光
こう
寺
じ
・庄

しょう

東
ひがし

小
こ
松
ま つ
・川

か わ ら
原・郷

ごう
の木

き

寺
てら
浦
うら

西
にしのたに
谷・鷺

さぎ
ノ
の
原
はる
・平

ひら
原
ばる

　
『
注
連
元
行
事
は
、
現
存
し
て
い
る

晴
田
の
年
中
行
事
の
代
表
的
な
も
の
で
、

永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
す
。』

　

こ
れ
は
、
先
代
の
宮
司
が
残
し
た
言

葉
で
す
。
最
初
は
、
注
連
元
行
事
の
意

味
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

宮
司
と
し
て
毎
年
、
注
連
元
行
事
に
関

わ
っ
て
い
く
う
ち
に
こ
の
言
葉
を
噛
み

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
芸

［上］内
うち

浦
うら

西
にし
（本

ほん
山
ざん
・小

お
城
ぎ
中
なか

村
むら
・寒

さむ
気
け
）

［下］川
かわ

内
ち

天
山
社

円え
ん

城じ
ょ
う

寺じ

雄ゆ
う

二じ
宮
司
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か
ら
選
ば
れ
た
藩
主
の
代
理
を
「
殿
さ

ま
＝
ト
ン
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
代
参
の
行
事
も

時
と
と
も
に
一
つ
の
祭
礼
と
化
し
、
注

連
元
行
事
と
呼
ば
れ
、
そ
の
大
名
行
列

も
明
治
25
年
頃
か
ら
は
浮
立
の
奉
納
に

替
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。　砂

いさ
田
こだ
・轡

くつわがり
ヶ里・畑

はたけ
田
だ

峰
みね

黒
くろ
原
ばる
・出

で
分
ぶん

宿
しゅく
・一

いっ
本
ぽん
松
まつ
・西

にし
晴
ばる
気
け

松
まつ
葉
ば
・中

ちゅう
善
ぜ ん
寺
じ

能
で
あ
る
浮
立
が
、
各
地
で
消
滅
し
て

い
く
中
で
、
天
山
社
の
注
連
元
の
浮
立

が
、
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
継
承
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
注
連
元
の
一
つ
で
あ
る
川
内

の
浮
立
が
、
過
疎
化
の
た
め
に
危
機
に

瀕ひ
ん

し
て
い
ま
す
。
保
存
会
が
作
ら
れ
、

川
内
浮
立
の
演え
ん
者じ
ゃ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

川
内
浮
立
は
、
子
ど
も
に
向
い
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
、
伝

統
芸
能
に
関
心
の
あ
る
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
、
川
内
浮
立
保
存
運
動
に
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

注
し

連
め

元
も と

行事
　天山社のくんち祭

さい
に浮立を奉納

する行事です。その年担当の注連
元は、約１年を通して行事を行い
ます。

１月　初
は つ

寅
と ら

　年が明けて最初の寅の日にそ
の年の殿様を決めます。殿様を
中心とした注連元が、くんち祭
の浮立の奉納を行うことを神様
に誓います。

８月　榊
さかき

立
た

て
　８月７日に行われ、こ
の日の神事で神の依

より
代
しろ

と
なった神

ひも

籬
ろぎ

は締め
上げの日
まで殿様
の家に祀

まつ

られます。

９月　八
は っ

朔
さ く

　八月朔
さく

日
じつ

の略で、旧暦の8月1日
のこと。天山社では、新暦の９月
１日に行われます。神事の後に浮
立の打ち込みが行われ、この日か
ら浮立の稽古が始まります。

10月　くんち祭奉納
　以前は９月15日に行われていま
したが、現在では10月15日に近
い日曜日に行われています。

10月　締
し め

上
あ

げ
　くんち祭の翌日に行われます。
神事で使った榊・御

ご
幣
へい

などを縄で
竹に巻き込み、シメを作り、シメ
の最上部に神

ひも
籬
ろぎ

を差し、殿様の庭
に立てます。これでほぼ一年がか
りの注連元行事が終了となります。

◀
神
籬

◀�

榊
立
て
が
な
さ
れ
た
殿

様
宅



受
継
ぐ
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峰地区　大殿
樋口　博さん
ひ  ぐち　　ひろし

三
里
地
区

　花

　康
行
宮
司

は
な
ぞ
の
ひ
ろ
ゆ
き

岩
蔵
地
区

　泉
靖
雄
宮
司

い
ず
み 

や
す   

お

今回、おじいちゃんは小唄、お父さんは笛、お母
さんは鉦の演者として、家族三世代で出演されます。

現
在
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
三
根
君
。

力
強
い
ア
ド
口
上
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

①10 年前の映像を見ながら振りの確認。
②先輩たちの振りを見ながら体を動かします。
③和やかな雰囲気で鉦を練習する女性たち。
④音が出せるまでに時間がかかります。
⑤鉦を叩く撞木は叩くうちに繊維が開いていきます。
⑥笛と鉦の楽譜は文字のみのため、練習を重ね音を合わせていきます。
⑦扇子にぎっしりと書き込まれたの小唄の歌詞。

① ②

③

⑤ ⑥ ⑦

④

しゅもく

受
継
ぐ

三根 汐温君

　神様への感謝の言葉を述べる
、それが「アド口上」

です。大事なその役割は、穢れを
知らない神様に近い

存在として、子どもが担います。
今回務めるのは峰地

区唯一の小学６年生の三根君です
。三根君は「選ばれ

たことを聞いて嬉しかったです。
当日は、みんなに聞

こえるように、大きな声で口上を
述べたいです」と話

してくれました。また、10年後に
は面の舞手として出

演したいと語ってくれました。

◎天山社 10月14日㊐
・天山社　　 11時～12時20分

・牛尾神社　 11時～
◎牛尾鉦浮立 10月14日㊐

今年の浮立 Schedule of this year

秋空に舞う おくんち

　通称、「権現さん」と地域の方に親しまれている牛尾神
社。古くから天災地災の時に神霊の加護を祈念していまし
た。それを1738年から豊年を感謝する秋祭（おくんち）と
して毎年10月15日に、９つの注連元が輪番制で浮立を奉
納されていました。しかし、少子化の中、継承が難しかった
のですが、今年は18年ぶりに鉦浮立・浦安の舞を奉納する
ことができるようになりました。これからも伝統の祭りで
ある鉦浮立を継承・保存していきたいと思っています。

～牛尾鉦浮立～

　「島原・天草一揆」制圧の後に、1638年から国家安
全を願い、毎年旧暦の９月15日に浮立が奉納された
のが始まりです。６つの注連元である大日地区が面
浮立、それ以外の５地区が天衝舞（鉦浮立）を輪番制
で奉納しています。最近は人口の減少でだんだんと
舞手が少なくなり、浮立の継承が難しい注連元もあ
りますが、400年受け継いだ伝統を守っていきたい
ですね。

～岩蔵天山神社浮立～

●天山社 290

332

長崎自
動車道

小城庁舎
●

（唐津街道）小城駅
●

牛津川

●牛尾神社

203

ごんげん

み　　ね　　　し　 おん

けが

こうじょう
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注し

連め

元も
と

を
担に

な

う

　

私
た
ち
世
代
で
は
「
や
っ
て
当
た
り

前
」
と
い
う
感
覚
で
す
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
の
で
、「
き
た

か
！
」
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　

こ
の
祭
を
執と

り
行
う
に
は
、
大お

お

殿と
の

、

小こ

殿と
の

の
執
行
陣
と
、
三さ

ん

夜や

待ま
ち

の
仲
間
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
横
の
『
つ
な

が
り
・
協
力
』
は
大
き
い
で
す
ね
。

「
面め

ん

浮ぶ

立り
ゅ
う

」
を
舞
う

　

峰
地
区
は
、
天
山
社
の
注
連
元
の
中

で
唯
一「
面
浮
立
」を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
浮
立
に
は
、
小こ

唄う
た

が
５
番
ま

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
舞
の
振
り
も
異

な
り
ま
す
。
リ
ズ
ム
を
体
に
刻
む
た
め
、

小
唄
に
あ
わ
せ
て
舞
を
練
習
し
て
い
ま

す
。

　

鬼
の
面
を
つ
け
て
踊
る
舞
手
は
、

40
、
50
代
ま
で
の
男
性
で
構
成
し
、
年

齢
を
重
ね
る
と
小
唄
役
に
変
わ
り
ま
す
。

　

笛
役
の
人
は
、
年
齢
と
共
に
指
導
役

に
も
な
り
ま
す
。
女
性
は
、
鉦か

ね

を
叩
き

ま
す
。

　

練
習
の
時
は
、
演
舞
の
方
法
や
音
色

な
ど
を
長
老
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、

若
い
世
代
に
教
え
て
い
ま
す
。

苦
労
す
る
こ
と

　

浮
立
の
準
備
の
中
で
は
、
人
集
め
が

一
番
大
変
で
す
ね
。
地
区
32
世
帯
の
内

で
、
予
定
人
員
は
65
人
で
す
が
、
祭
の

中
核
と
な
る
20
代
、
30
代
が
仕
事
の
関

係
な
ど
で
参
加
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
学
生

か
ら
声
を
か
け
練
習
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
家
族
総
出
で

参
加
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

よ
。
練
習
は
、
八は

っ

朔さ
く

で
あ
る
９
月
１
日

か
ら
本
番
を
目
指
し
毎
晩
22
時
く
ら
い

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
学
校

や
仕
事
、
家
事
を
終
え
て
か
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

浮
立
に
向
け
て

　
最
初
、
「
殿
様
を
し
て
く
れ
ん
ね
…
」

と
言
わ
れ
た
時
、「
自
分
な
ん
か
に
は
…
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
恩
返
し
の
つ
も

り
で
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

く
ん
ち
祭さ

い

は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
行
う
、
大
行
事
で
す
。
こ
の
祭
を
通

し
て
幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が
触
れ
合

う
き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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峰地区　大殿
樋口　博さん
ひ  ぐち　　ひろし

三
里
地
区

　花

　康
行
宮
司

は
な
ぞ
の
ひ
ろ
ゆ
き

岩
蔵
地
区

　泉
靖
雄
宮
司

い
ず
み 

や
す   

お

今回、おじいちゃんは小唄、お父さんは笛、お母
さんは鉦の演者として、家族三世代で出演されます。

現
在
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
三
根
君
。

力
強
い
ア
ド
口
上
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

①10 年前の映像を見ながら振りの確認。
②先輩たちの振りを見ながら体を動かします。
③和やかな雰囲気で鉦を練習する女性たち。
④音が出せるまでに時間がかかります。
⑤鉦を叩く撞木は叩くうちに繊維が開いていきます。
⑥笛と鉦の楽譜は文字のみのため、練習を重ね音を合わせていきます。
⑦扇子にぎっしりと書き込まれたの小唄の歌詞。

① ②

③

⑤ ⑥ ⑦

④

しゅもく

受
継
ぐ

三根 汐温君

　神様への感謝の言葉を述べる
、それが「アド口上」

です。大事なその役割は、穢れを
知らない神様に近い

存在として、子どもが担います。
今回務めるのは峰地

区唯一の小学６年生の三根君です
。三根君は「選ばれ

たことを聞いて嬉しかったです。
当日は、みんなに聞

こえるように、大きな声で口上を
述べたいです」と話

してくれました。また、10年後に
は面の舞手として出

演したいと語ってくれました。

◎天山社 10月14日㊐
・天山社　　 11時～12時20分

・牛尾神社　 11時～
◎牛尾鉦浮立 10月14日㊐

今年の浮立 Schedule of this year

秋空に舞う おくんち

　通称、「権現さん」と地域の方に親しまれている牛尾神
社。古くから天災地災の時に神霊の加護を祈念していまし
た。それを1738年から豊年を感謝する秋祭（おくんち）と
して毎年10月15日に、９つの注連元が輪番制で浮立を奉
納されていました。しかし、少子化の中、継承が難しかった
のですが、今年は18年ぶりに鉦浮立・浦安の舞を奉納する
ことができるようになりました。これからも伝統の祭りで
ある鉦浮立を継承・保存していきたいと思っています。

～牛尾鉦浮立～

　「島原・天草一揆」制圧の後に、1638年から国家安
全を願い、毎年旧暦の９月15日に浮立が奉納された
のが始まりです。６つの注連元である大日地区が面
浮立、それ以外の５地区が天衝舞（鉦浮立）を輪番制
で奉納しています。最近は人口の減少でだんだんと
舞手が少なくなり、浮立の継承が難しい注連元もあ
りますが、400年受け継いだ伝統を守っていきたい
ですね。

～岩蔵天山神社浮立～

●天山社 290

332

長崎自
動車道

小城庁舎
●

（唐津街道）小城駅
●

牛津川

●牛尾神社

203

ごんげん

み　　ね　　　し　 おん

けが

こうじょう
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各課からのお知らせ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
再
開
し
ま
す

　
今
回
か
ら
２
回
の
抽
選
を
行
い
決
定

し
ま
す
。

※�

第
１
回
目
の
抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、

第
２
回
目
の
抽
選
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間

・
第
１
回
目

　
10
月
22
日
㈪
〜
11
月
２
日
㈮

・
第
２
回
目

　
11
月
19
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈮

◆
抽
選
日

　
第
１
回
目　
11
月
９
日
㈮

　
第
２
回
目　
12
月
７
日
㈮

※�

抽
選
の
会
場
・
時
間
は
申
請
書
を
提

出
さ
れ
る
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
し
、
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き

る
工
事
が
対
象
で
す
。

【
問
合
せ
】　

 

建
設
課

　
担
当　
池
田
・
井
手
口

　
☎
63
・
８
８
２
５　

芦

ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
を
公
開

　
小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
主
要
事
業
と
し
て
、
現
在
の
小
城

庁
舎
跡
地
に
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
（
仮
称
）
を
建
設
し
ま
す
。

　
そ
の
設
計
候
補
者
を
選
ぶ
た
め
、
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
、
今
回
は

第
２
次
審
査
と
し
て
、
候
補
者
に
よ
る

「
提
案
内
容
」
の
説
明
を
一
般
公
開
で

行
い
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
仮
称
）

を
小
城
市
中
心
市
街
地
の
核
と
な
る
施

設
、
ま
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
活
動
拠

点
、
さ
ら
に
は
観
光
客
誘
致
の
た
め
の

情
報
発
信
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施
設
に

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が

出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

※�

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
：
目
的
に
合
致
し
た

企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
企
画
・
提
案
能
力
の
あ
る
人
物

や
企
業
を
選
ぶ
方
式
。

◆
選
定
の
流
れ

①
第
１
次
審
査

　
提
出
さ
れ
た
提
案
を
、
選
定
委
員
会

で
審
査
し
ま
す
。

　
　
　
◀

　
　
　
◀

　
　
　
◀

②
第
２
次
審
査

　
１
次
審
査
で
選
ば
れ
た
、
５
者
程
度

に
提
案
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の

中
か
ら
最
優
秀
設
計
候
補
者
を
選
定
し

ま
す
。

◆
日
時　
10
月
26
日
㈮

　
　
　
　
13
時
～
（
１
者
35
分
程
度
）

◆
場
所　
　

 

３
階　
会
議
室

【
問
合
せ
】

　
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

　
（
お
ぎ
元
気
館
内
）

　
担
当　
樋
渡
・
西

　
☎
73
・
８
８
３
５　

小

小
城
市
役
所
新
庁
舎
案
内
板
の
有
料
広
告
募
集

　
庁
舎
案
内
板
の
設
置
を
12
月
下
旬
か

ら
小
城
市
役
所
西
館
（
新
庁
舎
）
１
階

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
事
業
者
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
左
記
の
広
告
募
集
業
者
が

事
業
所
へ
募
集
の
ご
案
内
に
訪
問
し
て

い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
設
置
業
者
（
広
告
募
集
業
者
）

　
表
示
灯
㈱
福
岡
支
社　

　
☎
０
９
２
・
７
６
１
・
２
６
１
１

【
問
合
せ
】　

 

財
政
課

　
担
当　
池
田
・
永
江　

　
☎
63
・
８
８
０
４

牛

今
回
の

審
査
は
コ
コ
！

※�広告の掲載サイズ、費用などのお問い
合わせは広告募集業者へお願いします。

庁舎案内付地図情報板（シティナビタ）
設置イメージ図

有料広告
スペース

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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各課からのお知らせ

小
城
市
市
営
浄
化
槽
条
例
（
案
）
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
下
水
道
事
業
区
域
を
除
い
た
区
域

を
対
象
に
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
と
維
持
管
理
を

行
う
小
城
市
市
営
浄
化
槽
事
業（
仮
称
）

を
平
成
２５
年
４
月
か
ら
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
柱
と
な
る
本
条
例
を

制
定
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
条
例
案
公
表
先　
・
各
庁
舎
ロ
ビ
ー

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
・
下
水
道
課

◆
募
集
期
間
・
応
募
方
法

　
10
月
１
日
㈪
～
10
月
31
日
㈬

　
氏
名・住
所
を
記
入
の
う
え
、郵
送
、

持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
〒
８
４
９

−

０
３
１
４

　
小
城
市
芦
刈
町
三
王
崎
３
４
６
番
地
２

　
　

 

下
水
道
課  

担
当 

貞
松
・
千
綿

　
☎
63・８
８
２
７　
ＦＡＸ‌

63・８
８
２
９

　

E
メ
ー
ル  gesuidou@city.ogi.lg.jp

芦

　

平
成
25
年　
小
城
市
成
人
式
開
催
の
ご
案
内

◆
日
時　
平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

　
受
付
12
時
／ 
開
式
12
時
30
分

◆
対
象
者　
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
小
城

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

※�

小
城
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
（
平

成
24
年
11
月
１
日
現
在
）
に
は
、
12

月
上
旬
に
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

【
市
外
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
】

　
以
前
に
市
内
の
学
校
に
在
籍
ま
た

は
卒
業
さ
れ
た
方
で
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

◆
申
込
方
法

　
参
加
申
込
書
を
参
加
希
望
会
場
の

公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
各
公
民
館
に
備
え
つ
け

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

参
加
で
き
る
会
場
は
1
会
場
の
み

で
す
。

◆
申
込
期
限　
11
月
22
日
㈭

人
権
に
関
す
る
「
基
本
方
針
」
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ

う
「
小
城
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
策
定
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

◆
方
針
案
公
表
先

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
各
庁
舎
ロ
ビ
ー

◆
募
集
期
間
・
応
募
方
法

　
10
月
５
日
㈮
～
11
月
４
日
㈰

　
氏
名・住
所
を
記
入
の
う
え
、郵
送
、

持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
〒
８
４
５

−

８
５
０
１

　
小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地
21

　
　

 

市
民
課　
担
当　
金
丸
・
野
口

　
☎
73・８
８
０
０　
ＦＡＸ‌

73・８
８
１
１

　

E
メ
ー
ル  Shim

in@
city.ogi.lg.jp

小

成人式 で検索！
市のホームページから

会場名 場所 連絡先

小 城 会 場 小城保健福祉センター
「桜楽館」多目的ホール

小城公民館
☎73・3215

三日月会場 小城市生涯学習センター
「ドゥイング三日月」多目的ホール

三日月公民館
☎72・1616

牛 津 会 場 小城市　議会棟（議場） 牛津公民館
☎63・8813

芦 刈 会 場 小城市芦刈地域交流センター
「あしぱる」多目的ホール

芦刈公民館
☎63・8835
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各課からのお知らせ

小城市人事行政の運営等の状況の公表
（平成24年度公表版）について

　人事行政の運営などにおける公正性、透明性を高めるため、小城市人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例に基づき、職員の任用、給与、勤務条件その他の状況について、前年度の概要を公表します。

１ 職員の任免および職員数に関する状況
(1) 職員の任免の状況
　①採用状況（平成23年度）　　　　　　　　  ②退職状況（平成23年度）

(2) 職員数の状況
　①部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

（注）採用者数は、平成23年4月2日から平成24年4月1日までの集計です。

（注）１. 
　　 ２. 
　　 ３.

職員数は、一般職に属する職員数です。
合計欄の[　]内は、条例定数の合計です。
公営企業など会計部門の「その他」は、国民健康保
険事業、後期高齢者医療事業および介護保険事業に
係るものです。

新規採用 再任用 合計
21人 0人 21人

区分 職員数 構成比 ５年前の構成比
20歳未満 0人 0.0％ 0.0％

20歳～23歳 17人 3.8％ 1.7％
24歳～27歳 38人 8.5％ 7.6％
28歳～31歳 27人 6.1％ 11.7％
32歳～35歳 63人 14.1％ 10.4％
36歳～39歳 42人 9.4％ 11.7％
40歳～43歳 66人 14.8％ 11.7％
44歳～47歳 51人 11.4％ 11.0％
48歳～51歳 49人 11.0％ 10.6％
52歳～55歳 48人 10.8％ 10.8％
56歳～59歳 44人 9.9％ 12.7％
60歳以上 1人 0.2％ 0.2％

計 446人 100％ 100％

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成23年 平成24年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 4人 4人 0人 
総　　務 69人 71人 2人 
税　　務 20人 20人 0人 
民　　生 69人 69人 0人 
衛　　生 37人 36人 △ 1人 
農林水産 30人 28人 △ 2人 
商　　工 7人 7人 0人 
土　　木 21人 23人 2人 

計 257人 258人 1人 
教育部門 80人 81人 1人 
小計 337人 339人 2人 

会
計
部
門

公
営
企
業
等

病　　院 71人 74人 3人 
水　　道 6人 6人 0人 
下 水 道 14人 13人 △ 1人 
そ の 他 14人 14人 0人 
小計 105人 107人 2人 

合計
442人 446人 4人

 ［477人］［477人］ ［0人］

定年退職 勧奨退職 自己都合・その他 合計
11人 3人 3人 17人

②年齢別職員構成の状況（平成24年4月1日現在)

２ 職員の給与の状況
(1) 総括
　①人件費の状況（普通会計決算見込み）

区分 住民基本台帳人口
（平成23年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A）
（参考）

平成22年度の人件費率
平成23年度 46,198人 20,187,460千円 578,628千円 3,516,250千円 17.4％ 18.3％

（注）人件費には、特別職（市長、市議会議員および区長ほか）に支給される給料、報酬などを含みます。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
人事行政 で検索！
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区分 職員数（A）
給与費 一人当たり

給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末･勤勉手当 計（B）

平成23年度 336人 1,266,332千円 215,175千円 440,387千円 1,921,894千円 5,720千円

　②職員給与費の状況（普通会計決算見込み）

（注）１. 職員手当には退職手当を含みません。　　２. 職員数は、平成23年4月1日現在の人数です。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合
　　  の地方公務員の給与水準を示す指数です。

平成23年 平成22年 平成21年
95.3 95.6 95.5

　③ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

区分 初任給
経験年数別･学歴別平均給料月額

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 161,600円 237,957円 286,714円 325,360円
高校卒 140,100円 220,250円 247,843円 300,971円

技能労務職
高校卒 137,200円 ― ― 277,217円
中学卒 125,400円 ― ― ―

　②職員の初任給および経験年数別･学歴別平均給料月額の状況（平成24年4月1日現在）

(2) 職員の平均給与月額、初任給等の状況
　①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成24年4月1日現在）

（注） 「平均給料月額」とは、平成24年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 41.3歳 306,507円 362,210円
技能労務職 44.5歳 287,655円 306,480円

（注）経験年数別･学歴別平均給料月額については、職員数が少ない職種の階層は、近似の階層で集計し、近似の階層にも職員がいない
ものは省略しています。

(3) 職員の手当の状況
　①期末手当･勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

平成23年度
支給割合

  6月 1.225月分 0.675月分
12月 1.375月分 0.675月分

区分 自己都合 勧奨･定年

支給率

勤続20年  23.50月分  30.55月分
勤続25年  33.50月分  41.34月分
勤続35年  47.50月分  59.28月分
最高限度額  59.28月分  59.28月分

　②退職手当（平成24年4月1日現在）

手当の種類 夜間看護手当、社会福祉業務手当、環境衛生業務手当など10種類を対象職員に支給

　③特殊勤務手当（平成24年4月1日現在）
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４ 職員の分限および懲戒処分の状況
(1) 分限処分の状況（平成23年度） (2) 懲戒処分の状況（平成23年度）

区分 休職
心身の故障の場合 4人

区分 停職
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 1人

(2) その他の勤務条件の状況
　①休暇の概要（平成24年4月1日現在）

休暇の種類 概要等 給与
年次有給休暇 年20日間付与 有給

病気休暇 医師の証明等に基づく必要最小限度の期間 有給
特別休暇 特別の事由による相当期間 有給
介護休暇 2週間以上継続して介護にあたる期間（6月以内） 無給
組合休暇 職員団体の業務又は活動に従事する期間（年20日以内） 無給

手当名 内容

扶養
手当

扶養親族のいる職員に支給
配偶者　　　　　　　　　　　　　　 13,000円
配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　6,500円
15歳～22歳加算分　　　　　　　　　 5,000円

住居
手当

月額12,000円以上の借家の家賃を支払っている
職員に支給

　　　　 　（限度額）27,000円

通勤
手当

通勤距離が片道2㎞以上である職員に支給
・自動車等使用者　　　　　（限度額）24,500円

　④その他の手当（平成24年4月1日現在）

区分 給料 区分 平成23年度
支給割合 区分 支給割合

給料
市長 823,000円

期
末
手
当

市長 2.95月分
（15％）

退職
手当

市長 500/100
副市長 659,000円 副市長 副市長 294/100

報酬
議長 460,000円 議長

2.95月分
（15％）副議長 401,000円 副議長

議員 374,000円 議員

（注）上記手当のほか、管理職手当、管理職員特別勤務手当、休日勤務手当、
　　夜間勤務手当および宿日直手当があります。

（注）１　退職手当の算定方式は「給料月額×在職年数×支給割合」で、支給時期は任期毎です。

(4) 特別職の報酬等の状況（平成24年4月1日現在）

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(1) 勤務時間の概要（平成24年4月1日現在）

（注）公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要がある職員は、上記以外の勤務時間等の割振りによります。

１週間の正規の勤務時間 １日の正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 1時間 日曜日および土曜日

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況

７ 職員の福祉および利益の保護の状況

５ 職員の服務の状況（職員の守るべき義務の概要）

（1） 研修の状況（平成23年度）

（1）健康診断の実施状況

（2）勤務成績の評定の状況

（2）職員の利益の保護の状況

　地方公務員法第30条は、服務の根本基準として、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために
勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しています。

区分 対象者 受診者 受診率
平成23年度 444人 430人 96.8％

　平成18年度から制度構築に着手しており、平成19年度から役職階層別に順次試行を行うなど制度確立に向けた取り組み
を進めています。

　平成23年度においては、勤務条件に関する措置の要求、
不利益処分に関する不服申立て、ともに該当はありません。

【問合せ】 牛  総務課　担当　池田・村岡　☎63・8818

研修区分 研修内容 件数
職場研修 市職員の資質向上を目的とした庁内研修を行っています。   8件
共同研修 佐賀県市長会等が主催する階層別および能力開発の研修に参加しています。 20件
派遣研修 佐賀県および自治大学校等への長期研修を行っています。   5件

入 札 結 果 の 公 表

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。
　入札結果のとりまとめは建設課で行っていますが、
　入札結果の詳細は、各入札執行課へ直接お問い合わせください。 【問合せ】 芦  建設課　担当　西田・右近　☎63・8825

（単位：円、％）（８月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額 
（うち消費税相当額）

予定価格 
（うち消費税相当額） 落札率 入札執行課

牛津公共下水道事業
町分・中溝第１号　管渠布設工事 西岡建設㈱・㈱下村建設・㈱政工務店

㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド・㈱中島工務店
岡本建設㈱・㈱久保建設

㈱久保建設 44,415,000
(2,115,000)

48,825,000
(2,325,000) 90.97 下水道課

☎63・8827芦刈特定環境保全公共下水道事業
戸崎第3号　管渠布設工事 ㈱大義建設 53,235,000

(2,535,000)
58,485,000
(2,785,000) 91.02 

教育情報化推進事業
小城市小中学校校内ネットワーク再構築工事

㈱佐電工・西日本電信電話㈱佐賀支店・㈱電興社
西部電気工業㈱佐賀支店・三球電機㈱佐賀支店
㈱九電工佐賀支店・ニシム電子工業㈱佐賀支店

西日本電信電話
㈱佐賀支店

33,390,000
(1,590,000)

37,380,000
(1,780,000) 89.33 学校教育課

☎73・8807
芦刈小学校改築事業
芦刈小学校改築（建築一期）工事 中島工務店・服巻建設共同企業体

中野・エグチ・ビルド建設共同企業体
大洋建設・古賀木材センター建設共同企業体

中野・エグチ・ビル
ド建設共同企業体

723,450,000
(34,450,000)

772,100,700
(36,766,700) 93.70 

教育総務課
☎73・8806

芦刈小学校改築事業
芦刈小学校改築（建築二期）工事

大洋建設・古賀木材セ
ンター建設共同企業体

751,117,500
(35,767,500)

814,598,400
(38,790,400) 92.21 

芦刈小学校改築事業
芦刈小学校改築（電気設備）工事

電興社・山晃電気　電気共同企業体
佐電工・鮎川電気共同企業体

有明・シグマ電気設備共同企業体
佐電工・鮎川電
気共同企業体

258,825,000
(12,325,000)

281,417,850
(13,400,850) 91.97 

牛津公共下水道事業
牛津浄化センター消毒槽増設工事

西岡建設㈱・㈱下村建設・㈱政工務店
㈱大義建設・㈱エグチ・ビルド・㈱中島工務店

岡本建設㈱・㈱久保建設

㈱エグチ・ビル
ド

15,855,000
(755,000)

16,905,000
(805,000) 93.79 

下水道課
☎63・8827

三日月特定環境保全公共下水道事業
四条第1号管渠布設工事 西岡建設㈱ 50,190,000

(2,390,000)
55,230,000
(2,630,000) 90.87 

芦刈特定環境保全公共下水道事業
道免第1号　管渠布設工事 ㈱中島工務店 66,360,000

(3,160,000)
73,290,000
(3,490,000) 90.54 

芦刈特定環境保全公共下水道事業
道免第2号　管渠布設工事 ㈱下村建設 62,370,000

(2,970,000)
68,995,500
(3,285,500) 90.40 

三日月特定環境保全公共下水道事業
第1号調査設計業務

西日本総合コンサルタント㈱・㈱コスモエンジニアリング佐賀支店
朝日テクノ㈱・㈱九州構造設計・国際技術コンサルタント㈱
㈱トップコンサルタント・九州水工設計㈱・㈱アーバン設計

朝日テクノ㈱ 17,850,000
(850,000)

19,887,000
(947,000) 89.76 
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宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
で
整
備
し
ま
し
た

牛う
し

尾の
お

鉦か
ね

浮
立
の
道
具
（
鉦か

ね

・
笛
・

鉾ほ
こ

な
ど
）
を
整
備
し
ま
し
た

　
牛
尾
地
区
（
小
城
町
）
に
は
、
昔
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
鉦
浮

立
が
あ
り
、
毎
年
10
月
15
日
に
近
い
日

曜
日
に
お
く
ん
ち
が
区
民
の
収
穫
祭
と

し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
『
お
謡う

た

い
』
と
藁
で
撚よ

っ
た

縄
を
長
竹
に
巻
き
つ
け
、
祭
り
の
終
盤

を
飾
る
『
締
め
巻
き
』
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
鉦
・
笛
・
鉾
が
な
く
、
鉦
浮

立
の
維
持
と
伝
承
が
困
難
を
極
め
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
道
具
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
で
、
浮
立
が
再
興
さ
れ
て
地
域
の
絆

が
強
め
ら
れ
、
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
文
化
課
（
桜
城
館
２
階
）

　
担
当　
熊
手
・
江
頭

　
☎
73
・
８
８
０
９

小
城
市
消
防
団
の
消
防
用
資
機
材

を
整
備
し
ま
し
た

　
今
回
、
地
域
防
災
組
織
育
成
を
目
的

と
し
て
、
火
災
時
に
、
小
城
市
消
防
団

が
中
継
送
水
活
動
を
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
た
も
の
で
す
。

◆
整
備
品
目

・
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ル
ブ　
11
個

・
制
水
器
具　
　
　
　
　
26
個

【
問
合
せ
】　

 

総
務
課　

　
担
当　
相
川
・
南
里

　
☎
63
・
８
８
１
８

牛

浄
化
槽
を
ご
利
用
の
方
へ
お
願
い

　
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
で
汚
れ
た

水
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

　
使
用
上
の
注
意
を
守
り
、
適
正
な
維

持
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
使
用
上
の
注
意

・�

ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
異
物
は
流
さ
な
い

・�

便
器
の
掃
除
に
は
微
生
物
に
影
響
す

る
薬
剤
を
使
用
し
な
い

・�

台
所
か
ら
の
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
流
さ

な
い

・
ブ
ロ
ワ
ー
の
電
源
は
切
ら
な
い　

◆
定
期
的
な
維
持
管
理

・
保
守
点
検

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
（
補
修
や
消
毒

剤
の
補
給
な
ど
）
は
専
門
的
な
知
識
が

必
要
で
す
。
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

・
清
掃

　
浄
化
槽
の
汚
泥
の
抜
き
取
り
は
、
浄

化
槽
清
掃
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
年
に
１
回
ほ
ど
許
可
業
者
に
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。

・
法
定
検
査

　
年
１
回
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に

維
持
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、

県
の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
財
団
法
人

佐
賀
県
環
境
科
学
検
査
協
会
の
検
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

下
水
道
課

　
担
当　
上
野
・
貞
松 

　
☎
63
・
８
８
２
７

芦

▶
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ル
ブ

▶
鉾

▲
鉦

▶
制
水
器
具

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

浄化槽の働き
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各課からのお知らせ

ま
だ
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
へ
～
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
～

　

今
回
は
、
５
月
～
８
月
に
か
け
て

行
っ
た
総
合
健
診
を
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
ご
自
身
の
健
康
管
理
の

た
め
、
家
族
の
た
め
に
時
間
を
作
っ
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

（
小
城
市
国
保
加
入
者
お
よ
び
社
会
保

険
の
被
扶
養
者
で
40
歳
～
74
歳
の
方
）

　

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

（
小
城
市
国
保
、
協
会
け
ん
ぽ
、
共
済

組
合
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
）
か
ら
発

行
さ
れ
た
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

と「
健
康
保
険
証
」を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

※�

一
部
の
医
療
保
険
者
（
建
設
国
保
な

ど
）
は
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
集
団
健
診
で
は
、
が
ん
検
診
も

一
緒
に
受
診
で
き
ま
す
。
県
内
の
特

定
健
診
実
施
医
療
機
関
で
は
、
が
ん

検
診
を
一
緒
に
受
診
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
小
城
市
国
保
に
５
月
以
降
加
入
さ
れ

た
方
で
、
特
定
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
当
日
会
場
で
受
診
券
を
発
行
し
ま

す
の
で
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
・
一
般
健
診
・
後
期
高

齢
者
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　
５
月
に
「
各
種
健
診
実
施
通
知
書
」

を
全
員
の
方
に
郵
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
紛
失
さ
れ
た
方
に
は
当
日
受
付
で

用
意
し
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※�

乳
が
ん
検
診
は
、
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
持
っ
て
く
る
も
の

〈
特
定
健
診
〉
40
～
74
歳

　
・
健
康
保
険
証

　
・
特
定
健
診
受
診
券

　

 

・問
診
票（
小
城
市
国
保
の
方
の
み
）

〈
が
ん
検
診
・
一
般
健
診
・

後
期
高
齢
者
健
診
〉

　
・
総
合
健
診
実
施
通
知
書

◆
受
診
時
の
注
意
事
項

　
特
定
健
診
・
一
般
健
診
・
後
期
高
齢

者
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
前
日
の

22
時
以
降
の
飲
食
は
避
け
、
朝
食
時
も

水
以
外
の
飲
食
を
せ
ず
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

《
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
方
》

　
血
圧
の
薬
を
服
薬
中
の
方
は
、
内
服

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
》

　

前
日
の
22
時
ま
で
に
夕
食
を
済
ま

せ
、
そ
れ
以
降
は
、
絶
飲
食
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
【
問
合
せ
】　

 
健
康
増
進
課

　
担
当　
吉
次
・
松
尾

　
☎
73
・
８
８
２
２

三

～全日程で全ての健診が受けられます～
日 場所 受付時間 　健（検）診内容

10月30日（火） ひまわり

８：30
～

10：30

・特定健診　　　　　・一般健診　　　・後期高齢者健診
・肝炎ウィルス検診　・結核検診　　　・肺がん検診　　　
・胃がん検診　　　　・大腸がん検診　・前立腺がん検診
・子宮頸がん検診　　・乳がん検診（要予約）
※子宮頸がん検診の検診開始時間は10時からです。

10月31日（水） アイル

11月 １日（木） ゆめりあ

11月 ２日（金）
桜楽館

11月 ４日（日）
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有
料
広
告

Information情報いろいろ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

さが新規就農希望者
養成講座受講生募集

　新規就農に必要な農業の基礎的な知識や技術が
習得できるよう、講義・実習・先進農家研修を実
施し、地域農業の新たな担い手の確保・育成を図
ります。
◆対象者　�県内での就農に意欲のある65歳以下の方
◆対象品目　こねぎ、アスパラガス、いちごなど
◆定員　各回10人程度　※原則全日程参加。
◆受講料　無料
◆受付期間
　第１回　10月９日（火）～11月９日（金）
　第２回　平成25年１月７日（月）～２月１日（金）
◆開催期日
　第１回　11月26日（月）～30日（金）
　第２回　平成25年２月18日（月）～22日（金）
※詳細はお問い合わせください。
【問・申】佐賀県農業大学校　指導者研修課　
　　　　　☎45・2145

パブリックコメント
（意見募集）の実施予告

第８回小城市さわやか
スポレク祭　参加者募集！

　皆さんのご意見をお寄せください。
◆対象案件および実施期間
　①佐賀中部広域連合広域計画の策定について
　　11月１日（木）～30日（金）
　②地域密着型サービスの基準条例の制定について
　　11月15日（木）～12月17日（月）
◆その他　公表方法など詳細は、広報「さくら」
10月20日号および11月５日号でお知らせします。
【問】佐賀中部広域連合　総務課　☎40・1131

使用済食用油の収集場所変更
（三日月庁舎）

　三日月庁舎改修工事のため、使用済食用油回収
BOX の場所が変更になりました。
　◦旧）三日月庁舎北自転車置場
　　　　　　　　➡
　◦新）三日月新庁舎　南側駐車場・東側
【問】 小 環境課　☎73・8803

　スポーツの振興、市民間の交流を目的として開
催します。
　お誘いあわせの上、お気軽にご参加ください。
◆期日　11月23日（祝）
◆開始時間　８時30分〜
◆開催種目
　○ソフトバレーボール
　　（三日月体育館）
　　・女性の部
　　・男女混成の部
　○フットサル（小城体育センター）
　○グラウンド・ゴルフ（牛津総合公園）
　　※先着250人程度
◆参加費　１人300円
　フットサル（高校生以上）は１人500円
◆申込締切日　11月１日（木）
※�詳細は生涯学習課、各公民館、各町体育館に置
いている要項をご覧ください。

【問】 小 生涯学習課　☎73・8808
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第２回伝統文化
こどもフェスティバル

精神保健「患者・家族講座」
のご案内

≪平成24年度文化遺産を活かした観光振興・地域
活性化事業≫
◆日時　10月20日（土）
　☆華道　13時～17時（体験14時～15時）
　☆茶道　13時～15時（体験のみ）
◆日時　10月21日（日）
　☆華道　10時～16時（体験11時～12時）
　☆茶道　10時～15時（体験12時～14時）
　☆箏

そう

曲
きょく

　13時～14時
　☆舞踊　14時～15時　　　　　　
◆会場　赤れんが館・牛津会館
◆参加団体　華道・茶道・箏曲・舞踊
◆入場料　無料
【問】小城市文化遺産地域活動事業実行委員会
　　　☎090・5089・5909（伊東）

　精神疾患（統合失調症や躁うつ病など）で治療
中の方やご家族を対象に開催します。
◆場所　佐賀中部保健福祉事務所　１階会議室
◆時間　13時30分～15時（受付13時15分～）

・事前に申し込みが必要です。
・１回のみの参加も可能です。
【問・申】佐賀中部保健福祉事務所　
　　　　　担当　精神保健福祉　☎30・1691

第42回佐賀県人権・同和教育
研究大会

小城公民館の改修工事の
お知らせ

　今年は、小城多久地区で開催されます。
◆日時　10月26日（金）９時30分～16時
◆分科会
　第１分科会「行動につながる学びづくり」
　・場所：小城保健福祉センター「桜楽館」
　第２分科会「子ども支援・家庭支援」
　・場所：小城公民館大ホール
　第３分科会「子ども同士をつなぐ仲間づくり」
　・場所：生涯学習センター「ドゥイング三日月」
　第４分科会「豊かな生き方に学ぶ人権･部落問題学習」
　・場所：芦刈地域交流センター「あしぱる」
　第５分科会「市民活動・企業活動交流」
　・場所：多久市中央公民館大ホール
◆参加費　1,500円（資料代含む）
　詳細は、佐賀県人権･同和教育研究協議会ホーム
ページ（http://sajinkyo.p1.bindsite.jp）をご覧
ください。
【問】佐賀県人権・同和教育研究協議会事務局
　　　☎62・6434

◆工事期間　11月12日（月）～12月上旬
　小城公民館は改修工事に伴い、施設利用ができ
ません。詳細は、お問い合わせください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
　なお、桜岡支館・岩松支館・晴田支館・三里支
館は通常どおり開館しています。ご利用ください。
【問】小城公民館　☎73・3215

日時 内容 講師
10月 ９日（火）・家族の対応の仕方 作業療法士

10月16日（火）
・�地域生活で利用で
きるサービス

・参加者のつどい
精神保健
福祉士

有
料
広
告
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長崎街道シュガーロード
プレゼントキャンペーン開催中

　食材豊かな秋の訪れにあわせ、公式Facebook
ページにて、銘菓の名称を答えてプレゼントが当
たるキャンペーンを開催しています。
◆期限　12月10日（月）18時まで

　参加方法は公式ホームページ
　http://sugar-road.net/ をご覧ください。
【問】シュガーロード連絡協議会事務局
　　　長崎市商業振興課　☎095・829・1150

がってん福祉・介護講座

　福祉に関心を持つ方へ、福祉・介護サービスの
重要性や、市民参加の必要性の理解を深めるため
に開催します。
◆日時　10月15日（月）、16日（火）10時～16時
◆場所　ほほえみ館
◆定員　先着30人
◆受講料　無料（要予約）
【問・申】公益社団法人佐賀県社会福祉士会
　　　　　☎36・5833

都 市 名 期　　間
平 戸 市 10月 １日～10月10日
嬉 野 市 10月11日～10月20日
武 雄 市 10月21日～10月31日
小 城 市 11月 １日～11月10日
佐 賀 市 11月11日～11月20日
飯 塚 市 11月21日～11月30日
北九州市 12月 １日～12月10日

個別予防接種を受けることが
できる市内医療機関の変更

　４月に各世帯に配布している『子どもの健康カ
レンダー』の医療機関に、一部変更がありました
のでお知らせします。

〈 ○予約無　◎要予約　×受けられない 〉

【問】 三 健康増進課　☎73・8822

8020達成者（80歳以上で20本以
上の残存歯数のある方）を募集！

◆対象者　小城町、三日月町在住の80歳以上（昭
和８年３月31日までにお生まれの方）で、残存歯
数20本以上の方　
◆応募および事前審査・登録　
　小城多久歯科医師会会員の歯科医院へ申し込み、
事前審査(無料)を受けてください。
※�歯科医師会会員の歯科医院は、下記までお問い
合わせください。
◆募集期限　10月26日（金）
◆表彰
　8020達成者と認定された方は、「牛津産業まつ
り」会場にて「8020認定証」と記念品を贈呈します。
◆主催　小城・多久歯科医師会
【問・申】 三 健康増進課　☎73・8822

医療機関名 電話番号
三混（DPT） 高齢者

インフルエンザ３歳未満 ３歳以上
はやしだ耳鼻咽喉科 72・8741 × × ◎

村岡内科医院 66・3750 ○ ○ ◎

合同巡回労働相談会のご案内特別労働
相談週間

　10月の第３週を「特別労働相談週間」と位置づけ、
相談会を開催します。

【問】佐賀県　雇用労働課　☎25・7100

開催日時 会場
10月14日（日）
10時～16時

唐津商工会議所（唐津商工会館内）
鳥栖市役所

10月20日（土）
10時～16時

伊万里市民センター
武雄市文化会館
鹿島市民会館

来年４月に小学校へ入学するお子
さんの健康診断が始まります！

◆受付時間　13時　◆健診開始　13時30分
　※日程などの詳細は、個別通知でご確認ください。

【問】 小 学校教育課　☎73・8807

学校名 会場 実施日
桜岡小学校 桜楽館 10月22日（月）三里小学校
晴田小学校 桜楽館 10月23日（火）岩松小学校
三日月小学校 ドゥイング三日月 11月15日（木）
牛津小学校 牛津公民館 10月30日（火）砥川小学校
芦刈小学校 ひまわり 11月 ９日（金）
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第62回シャンシャン祭

◆日時　10月21日（日）９時～16時30分
◆内容・場所
≪本町通り≫
・小城中吹奏学部パレード、御神興（９：30～）
・道行き～総おどり～（13：30～）ほか
≪メイン会場≫
・各団体による出し物（11：00～）
・ビンゴゲーム（15：30～）
(注)全面通行止　８：30～17：00
（小城駅前～小城下町交差点）
【問】シャンシャン祭実行委員会
　　　☎72・3625（青柳）

秋の「石工の里ふれあいウォー
キング」＆撮影会参加者募集！

　当会10周年記念イベントとして、砥川一帯の石
仏・石造物のある自然を散策する恒例のウォーキン
グと、石仏・石造物写真コンテストに向けた撮影会
を同時開催します。心地よい汗をかきませんか？
◆日時　10月20日（土）  ９時～16時
◆集合場所　永福寺（牛津町寺町）
◆受付　当日受付
　　　（事前予約不要。弁当は当日注文受付可）
◆参加費　500円（保険＋資料代含む）
◆コース　永福寺(座禅体験)～八幡神社～谷公民館
周辺～常福寺（昼食）～仏舎利塔～空山観音～両
新村彦山権現～谷彦山権現～熊野権現社～永福寺
【問・申】うしづ石工の里を未来に伝える会
　　　　　☎090・9492・6629（大橋）

普茶料理食事会を開催！

　普茶料理とは江戸時代初期に中国から伝来した
黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

と共に伝わった精進料理です。
◆日時　11月17日（土）12時～
◆場所　小城公民館 晴田支館
◆食事券　4,000円（お一人）
◆食事券の販売　　
　11月１日（木）８時30分～（先着60人）
【問・申】（社）小城市観光協会　☎72・7423

読
ん
で
当
て
よ
う
！

ハガキまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号と「読者のひとこと」を必ず添えて、
10月 19日（金）（当日必着）までに、ご応募ください。（１人につき１通）
【応募先】〒849-0302　牛津町柿樋瀬 1100番地 1　小城市総務課秘書広報係　《Eメール》kouhou@city.ogi. lg.jp

応
募
方
法

今号の「広報さくら」を読んで、次の○○に入る言葉をお答えください。

すみずみまで
読んでみてね！

問題

プレゼント商品
くんち祭の時に奉納される浮立には、二つの意味が
あります。「神様への感謝」と「神様への○○」です。
スポーツの振興、市民間の交流を目的
とした「小城市さわやか○○○○祭」
の参加者を募集します。

1

2
★クリアファイル   【5名様】
★むら雲堂のようかん
　（お 1人様 1本）【5名様】

※当選者の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報の取り扱いについて
　お寄せいただいた個人情報は商品の発送にのみ使用させていただき、この目的以外に使用することは一切ありません。

さい

ご応募お待ち
してるでござる

第36回さが矯正展の開催

　パネルでの「刑務官や受刑者の１日」「刑務作業」
の紹介や作業製品の展示・販売。陶器の絵付け体
験や木工教室などを行います。
◆日時　10月21日（日）　９時30分～16時
◆場所　佐賀少年刑務所庁舎前
【問】佐賀少年刑務所　☎24・3291
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「
小
城
市
広
報
さ
く
ら
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
と
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

小
城
市
広
報
　

発
行
／
小
城
市
　
編
集
／
総
務
課

住
民
基
本
台
帳
に
も
と
づ
く
人
の
動
き
　
平
成
24
年
8
月
31
日
現
在
　（
前
月
比
）　
　
　
人
口
46,298

人（
－
34）/男

性
21,875

人（
－
4）/女

性
24,423

人（
－
30）/ 世

帯
数
15,323

世
帯（
－
7）

民謡 「青山会」
あお　　やま　　かい

「あーも！ファミリー」の レシピ
根菜の味噌麹和え １人分→61kcal

おすすめ

【問合せ】健康増進課　☎73 ･ 8822

あーも！パパ

プロフィール：ご飯が大好きで力持ちのパ
パ。好き嫌いをしたり、食べ残したりする
と「あーもねー」と言って怒ります。

材 料 4 人分
■ごぼう
■もやし
■にんじん
■きゅうり

　　■塩麹
　　■白味噌
　　■ごま
　　■かつお節 
　　■醤油

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０ｇ

・・・・・・・・・・・・・・小さじ４
・・・・・・・・・・・・小さじ２

・・・・・・・・・・・・・・小さじ２
・・・・・・・・・・・・・・４ｇ

・・・・・・・・・・・・・・小さじ１

ワンポイントアドバイス
A（あえ衣）は食べる直前に和えましょ
う！

今回は、出張ヘルシー教

室に参加してきました。

のびやかで力強い
　　　　　歌声を響

かせて！

　
　
回
は
「
第
14
回
民
謡
民
舞
少
年

少
女
全
国
大
会
」
入
賞
の
報
告
に
市

長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
「
青
山
会
」

の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
青
山
会
」
は
今
年
で
結
成
31
年

を
迎
え
ま
す
。
代
表
の
青
山
陽
風

（
田
中
秀
子
）
さ
ん
の
指
導
の
下
、

３
歳
〜
中
学
生
の
16
人
の
子
ど
も
た

ち
が
声
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
青
山
さ
ん
に
民
謡
の
魅
力
を
尋
ね

る
と
「
民
謡
の
歌
詞
に
は
、
地
域
性

や
方
言
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
歌
っ

て
い
る
と
、
そ
こ
に
行
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
れ
る
ん
で
す
。
そ
の
魅
力

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
広
め
て
い

き
た
い
と
教
室
を
開
き
ま
し
た
。」

と
話
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
お
風
呂
や
車

の
中
で
も
練
習
し
て
る
よ
！
声
が
響

い
て
気
持
ち
い
い
！
」
と
。
ま
た
、

青
山
さ
ん
が
歌
い
、
そ
れ
を
耳
で
覚

え
て
い
く
そ
う
で
す
が
、「
２
・
３

回
で
覚
え
ら
れ
る
よ
！
」
と
も
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
週
１
回
の
練
習
に
も
熱
心
に
取

り
組
み
、
全
国
大
会
以
外
の
大
会
で

も
た
く
さ
ん
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
中
島
さ
ん
も

「
先
生
の
指
導
ど
お
り
に
や
っ
た
ら

ば
っ
ち
り
で
き
ま
し
た
。」
と
、
と

び
っ
き
り
の
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

VOL.7

おぎレポ

今

小城のいろんな話
題を突撃レポート

！

優秀賞を受賞した
中島優さん▶
なかしまゆう

《作り方》
1

2

ごぼうはささがきに、にんじんときゅ
うりはせん切りにしておく。
ごぼう、にんじん、もやしをそれぞれ
熱湯で湯がいて、下準備をした全て
の食材の水分をしっかり切る。
ボウルにA（あえ衣）を混ぜ合わせ、
1を和え、皿に盛りつける。

A

あ
お  

や
ま   

よ
う  

ふ
う

た　

 

な
か　
ひ
で　
こ


